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1.人 形峠周辺の環境放射線等監視測定   、
(1)測定計画  '
平成 80年度の測定計画に係る測定対象・項目。地点を表 卜1に ,試料の測定方法

を表 卜2に示す。また,試料採取地点を図 1-と に示す。

表卜1 測庁対象・項 目・ナllj点 (人形峠周羽 )

測 定 対 象 測定項目
測 定
地点数

測 定

回 数

年 間

検体数
測定月

測 定 地 点
(アンダーラインはセンター内)

空 間 線 量
空間γ線線量率
(γ線積算線量)

4 32
6, 9

12, 3

撤射伴f諄華物雌却柿酷・訛河・夜次・

人形峠西部・赤和瀬・天王・中津河・本村

大気浮遊じん

U-238
Ra-226

全 α

13 2 26
4, 5

10, 11

ウラン濃縮原型プラント・2号堰堤
鯉鹸録撫柿譜・滞縮ェ単柿譜

開発試験旗・放射性廃棄物焼却施設・

地河・夜次

人形峠西部・赤和瀬・天工・中津河

本村

陸

　

　

　

水

河川水
U-238
Ra-226

全β
ら、つ素

21 2 42 5,10

池河川(上流・中流・下流)

十二川(上流・中流)・ 赤和瀬

赤和瀬川中流・赤和瀬川合流下
天工・中津河・中津河川下流・恩原
石越・本村・下斎原・奥津・鏡野
中須賀・津山・久木・西大寺

飲料水 2 8 4,10 赤和瀬・天工・中津河・本村

構内沢水 2 2 5,10 構内沢水 (I日診療所裏 )

放流水

U-238
Ra-226

ふっ素

1 4 4
4,7-

10, 1
放流水槽出口(放流口)

土

壌

河底土

U-238
Ra-226

全β
心、つ素

3 2 6 510 池河川中流・天王・本村

水田土 3 2 6 510 赤和瀬・天王・中津河

未耕土 6 2 12 5,10
池河・夜次・池河川中流
人形峠西部・赤和瀬・天エ

生

物

質
樹 葉 6 2 12 5,10

地河・夜次・人形峠西部
赤和瀬・天工・本村

施設排気

U-238
U-234
U-235
Ra-226

全 α

ふつ素

4施設
(7排気口)

4

(1と全α)

28
(8■全α)

7,10

1,4
(毎月:全 α)

驚縮ェ学施設(OP-1・ OP-2)

ウラン澪縮原型デラント

(主検・付属検・DOP-2)
剣鎮捩ね柿踏・撤射伴臨華物樺去田縮砕

施設排水 3 4 12
7,10

1,4

濃緒工学施設・ウラン滝縮原型デうシト

禦鍍録極怖譜

計
73

1(76)

190

(274)
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測定対象 測定項目 試料採取方法 測 定 方 法 測 定 器

放

　

　

射

　

　

線

放
　
　
射
　
　
能

空間線量
空間γ線線量率
(γ 線積算線量)

文部科学省放射能測定シ

リーズ

「熱ルミネセンス線量計を用いた

環境γ線測定法Jこよる

同左

TLD素 子

松下電器UD-200S型

読取装置

松下電器UD-5120PGL

大気浮遊じん

U,238
Ra-226

全 α

文部科学省放射能測定
シリーズ
「環境試料採取法」(S58)
による

U-238
イオシ交換+α練スだクⅢロメトリ法
Ra-226

灰化,酸浸出,イオン交換 ,

真空封入,電離箱―電位計に

よる測定
全α

集塵ろ紙の全α線計測法

U-238
セイコーEG&Gtt α線スで外ロメータ
Ra-226

大倉電気製振動容量電位計

電離箱

全α

CANBERRAttl蜃 ′ゞックク'ラウント功夜射

能自動測定装置

河川水

U-238

Ra-226

全 β

同  上

U-238
硝酸浸出,TBP―トルエシ抽出
―α線スだ外ロメトリ法
Ra-226

BaS04捕 集,EDTA-4Na溶解 ,

液体シンテレーショシカウンタ法
全β
蒸発乾回,全β線計数測定

U-238
セイヨーEG&Gtt α線スヾ クトロメータ

Ra-226

日立7ロカメ,・ィカル製液体ツシテレーション

カウンタ
全β
日立7ロカメディカル製力

・スフロー型放射能

自動測定装置

飲料水

放流水

U-238

Ra-226

全 β

同  上

U-238
イオン交換+α線スだクトロメトリ法
Ra-226

炭酸カルシウム共沈,電離箱
―電位計による測定
全β
蒸発乾国,全β線計数測定

U-238
セイコーEG&Gtt α線スでクトロメータ
Ra-226

大倉電気製振動容量電位計

電離箱
全β
日立7ロカメ予

・
ィカル製がスフロー型放射

能自動測定装置

上 壌

U-238

Ra-226

全 β

同  上

U-238
硝酸浸出,TBP―トルエン抽出
―α線スで外ロメトリ法
R3~226

硝酸浸出,Baso4捕集 ,

EDTA-4Na溶解,液体ンシチ
レーションカウンタ

全β
乾燥,計量,全β線計数測定

U-238
セイコーEG&Gtt α線スドクトロメータ

Ra-226

日立アロか,・れル製液休シンテレーショシ

カウンタ

全β
日立711カメ〒身カル製力

・スフロー型放射

能自動測定装置

生 物 質

U-238

Ra-226

全 β

同  上

U-238
硝酸漫出′TBP=トルエン抽出
―α線スド外ロメトリ法
R3~226

硝酸浸出,Baso4捕集 ,

EDT岸 4Na溶解,液体シンチ
レーシヨンカウンタ法
全β
乾燥,計量,全β線計数測定

U-238
セイコーEG&Gtt α線スヾ クトロメータ

Ra-226

日立7ロカメテ
・
ィカル製液体シシテレーショシ

カウンタ

全β
日立7ロカメ〒・ィカル製がス,日―型放射

施設排気

U-238
U-234
U■ 235
Ra-226

全 α

排気モニタ用ろ紙を採取

U-238・ 234・ 235

イオン交換十α線スで外ロメトリ法

R3~226

大気浮遊じんと同様

全α

大気浮遊じんと同様

U-238・ 234・ 235

セイヨーEG&Gtt α線スだクトロメータ
Ra-226

大倉電気製振動容量電位計 ,

電離箱
全α

日立7ロカメディカル製低ハウクグラウンド

放射能自動測定装置

施設排水

U-238
U-234
U-235
Ra-226

全 α

施設排水管理設備から採取

U… 238・ 234・ 235

イオン変換+α線スドクトロメトリ法
Ra-226

飲料水と同様

全α

蒸発乾回,全α線計数測定

U-238'234・ 235

セイコーEG&Gtt α線ス下クトロメータ
Ra-226

大倉電気製振動容量電位計 ,

電離箱
全α

日立アロカメ,・わル製力
・
スフロー型放射

能自動測定装置
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差 卜2(2)測 ‡ 方 法 (ふ っ素 )

測定対象 測定項目 試料採取方法 測 定 方 法 測 定 器

ふ

っ
素

河川水
飲料水
放流水

ふ つ素

文部科学省放射能測定
シリーズ
「環境試料採取法」(S58)
と同様

イオン電極法
(」IS K0102)

オリオン製イオンメータ

土 壌 同  上
イオン電極法
蒸留器にて蒸留,留出液を
イオン電極法により測定

オリオン製イオンメータ

生物質 同  上

イオン電極法

灰化,71レカリ融解後,水蒸
気蒸留し,イオン電極法によ

り測定

オリオン製イオンメータ

施設排気 排気口から排気を採取
ィォラ電極法
連続監視HFモニタにより
排気口でモニタ

京都電子製排気用HFモニタ

施設排水 各施設排水設備から,采水
イオン電極法
(」IS K0102)

オリオン製イオンメータ
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確)人形峠周辺の環境放射線等監視測定結果

1.空 間γ線線量率 (TLD)

空間γ線線量率の管理目標値 注1), 。.087μ Gy/h

注 2)

注 1)管理目標値は,事業活動に起因する放射線 (能)等に適用される。
測定結果は事業活動に起因しない環境中の自然放射線 (能)等も含んだものである。 (以下同様。)

注 2)空間γ線線量率の測定結果の評価については,平成25年度まで用いていた「バックグラウンド値 (昭和
54年から昭和63年までの測定結果)」 をやめ,平成26年度からは直近10年間の測定結果で示す「平常の

変動範囲」を毎年度設定し,これを参考に行うこととした。 (平成25年度第2回岡山県環境放射線等測定

委員会決定)             !
注 3)過去 5年間は,平成25度～平成29年度まで,以下同様。
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測 定 地 点
第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期

測定期間 測定値 測定期間 測定値 測定期間 測定値

放射性廃棄物焼却施設

H30 3 14

H30 6 15

0.099

H30 6 15

H30 9 11

0.084

H30 9 11

H10 12 10

0 094

池河

‖30 3 12

H30 6 20

0 096

H30.6 20

HR0 0 1タ

0 083

H30 9 12

H30 12 12

0.087

夜次

H30 3 12

Han s lク

0 090

H30.6.12

H30 9 11

0 082

H30911

H30 12 12

0 085

人形峠西部

‖30.3 14

H10 6 1S

0 078

H30 6 15

H30 9,7

0 078

H30 9 7

Ha0 12 7

0 082

赤和瀬

H30 3 12

H30 6 12

0 096

H30 6 12

H10 0 11

0091

H30 9 11

H30 12 12

0 094

天エ

H30 3 12

‖an s l,

0102
H30.6.12

H30 9 11

0 092

H30 9 11

H30 12 12

0 094

中津河

H30 3 12

H30 6 12

0 086

H30 6.12

H30 9 11

0 079

H30.9 11

Ha0 12 12

0081

本村

H30 3.12

H30 6 12

0 088

H30 6 12

H10 9 11

0.082

H30 9 11

H30 12.12

0 082

装 2四 半 期 第 3四 半 期第 1四 半 期
島大イl古 霞″ I、 ll古 最大値 最小値

測 定 地 点

晶大値 最小値

0.089 0 079 0 090 0 084故射 '‖卜康羹物擁去D施設 0 087 0 078

0 083 0,092 0.087れ 河 0 091 0 072 0 092

0 080 0091 0 084蒼 友 0 084 0 068 0 089

0 073 0 079 0 074人形峠西部 0 074 0 060 0 077

0.097 0 090未左l瀬 0092 0.079 0 095 0 089

0 096 0 090天 下 0,094 0 077 0 094 0 088

0 081中連河 0 084 0 072 0.085 0 078 0.085

0 0810 084 0 078 0 085 0 077 0 087本村
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採 取 地 点

第 1四 半 期

第 2四半期

採取日
分  析  値

採取日
U-238 Ra-226 全 α

ウラン濃縮原型施設 H30515

ND

(00005 ± 00004) 0190 ± 0063

ND

(-0046と  0083) H3010.22

2号堰堤 H30417

ND

(00022 ± 00009)

ND

( 0042 ± 005d)

ND

(0008 ± 0.086) H30.10.29

製錬転換施設 H30:51

ND

(00001 ± 00003)

ND

( 0003 ± 0056)

ND

(0008 ± 0.087) H30.1022

濃縮工学施設 H3047

ND

(00020 ± 00007'
ND

( 0078 ± 0062)

ND

(0150± 0096) W301025

開発試験棟 H3044

ND

(00009 ± 00004)

ND

( 0014 ± 0060,

ND

(0008 ± 0087) H30109

放射性廃葉物焼却施設 H3058

ND

(-00001 ± 00001〕

ND

( 0077 ± 0058)

ND

(0035 ± 0089) H301029

池河 H30.4.16

ND

(00006 ± 0.0004)

ND

( 0031 ± 0057)

ND

(-0100±  0.080) H301029

夜次 H30.5.8

ND

(90002 ± 00003)

ND

( 0046 ± 0056)

ND

(0140±  0.094) H30111

人形峠西部 H3045

ND

(00005 ± 00004)

ND

( 0012 ± 0057)

ND

(0035 ± 0089) H3010.16

赤和瀬 H30416

ND

(00017 ± 00007)

ND

( 0150 と 0061)

ND

(-0047±  0084) H30111

天 エ H3045

ND

(00003 ± 00003〕

ND

( 0093 ± 0.060)

ND

(0150± 0096) H30109

中津河 H304.16

ND

(00016 ± 00007)

ND

( 0,038 と 0055)

ND

(0008 ± 0086) H30111

本村 H3045

ND

(00007 ± 00005)

ND

( 0039 ± 006o)

ND

(0.090 ± 0092) H30109

2,大 気浮遊 じん (ダス ト)

*誤差表記は計数誤差 (lσ )である。NDは ,測定値が計数誤差の 3倍 (3σ )以下であつたことを示す (次項以下同様)。

7

U-238 Ra-226 全 α

14 7.4 な し



X X
-10

×
-9

第 3四 半 期 平成30年度

分  析  値 平均値

過去 5年間の測定範囲
最大値/最小値

U-238 Ra-226 全 α

第4四半期

U-238 Ra-226 全 α U-238 Ra-226 全 α

ND

(00005± 00005)
ィND

(0013± 0058)

ND

(-0220± 0080) く0005 く035 ( 0 50 (0 005 く050 く050

ND

(-00001± 0,0004)

ND

(0034± 0058)

ND

(0000± 0094) 〈0005 (050 (050 く0 005 〈050
一一呻〈

ND

(00004± 00005)

ND

(0120± 0061 )

ND

(0022と 0098) く0005 (050 (050 〈0.005 く0.50
一一阿く

ND

(00008と 00004)

ND

(0057± 0055)

ND

(0.190± 0100) 〈0005 (050 く050 く0 0115 〈 0 50
一一阿〈

(00003± 00003)

ND ND

(0140± 0062)

ND

(0,055± 0098) 〈0,005 (050 〈050 く0 005 (050
一一酎〈

ND

(-00001± 00003)

ND

(0046± 0058)

ND

(0055± 0098) 〈050 く0 005 (050(0005 (0.50 ( 0 50

ND

(00007± 00006)

ND

(0037± 0057)

ND

(-0055± 0092) (0005 (050 く050 く0 005 (050
一一四〈

ND

(-00001と 0,0001)

ND

(0094± 0058) (-0.082± 0089)

ND

〈0,005 (050 〈050 く0005 (050
二
０・５
〈

ND

(00005± 0.0005)

ND

(0011± 0057)

ND

(0.000± 0094) 〈0005 く050 〈050 く0005 〈050
二
０・５
〈

ND

(-00002± 00003)

ND

(0013± 0056)

ND

(0.055± 0098) く050 〈050 く0005 く050〈0 005 〈 Or 50

ND

(00003と 0.0005)

ND

(0093± 0064)
ND

(-0,055± 0093) (0005 く050 く 0 50 く0005 〈050 〈 0 50

ND

(00001 ± 00003) (0051± 0.055)

ND

(-0140± 0085)

ND

(0005 く050 〈050 く0005 く050
二
酎〈

ND

(0,0000± 00004)

ND

(-0059± 0057)

ND

(-0140± 0086) 〈0005 く050 ( 0.50 (0.005 (050
一一四〈

U-238 Ra-226 全 α

0 005 0 50 0 50

8



3.陸 水 (河川水.飲料水)

試
料

名
採 取 地 点

第 1四 半 期 第

２
四
半
期

採取日
分  析  値

採取日
U-238 Ra-226 全 β ふっ素

構内

】雫フk 旧診 磨 所 車 】Rフk H3059 00011  ± 00003

ND
1 010 ± 0,08)

ND
十t  006 Ⅲ ( 006 H301017

河

〕II

水

れ河 III上 林 H80.59 f 00002

ND
+ Ⅲ

ND
l olo 」ヒ oo8 Ⅲ

ND
(  005  ± 004 Ⅲ( 006 H301017

れ河 III Ha補 H3059 0006で  ヽ ± 00010

ND
t 01R 」L 009 1 f 010

ND
+ 〕 ( 005 H801017

池河川下流 H3059 00017 ± 00004
ND

( 010 ± Oo8)
ND

I  o oo  ± o04 Ⅲ( 005 H301017

十二 JII上流 H3059

ND
1 00006 ± 00002 〕

ND
( olo ± o o8〕

ND
1  004  ± 004 ) ( 005 H301022

+二 JII中流 H3059 00016 ± 00004

ND
( 017 」
= 008 )

ND
(  o ol ± o o4 ) ( 005 H301022

赤和瀬 H30515
ND

1 00003 ± 00002 )

ND
1 007 」生 009 〕

ND
1  004  ± 004 ) ( 005 H301019

未和瀬 jII中 林 H30515
ND

1 00006 ± 00002 )

ND
1 008 」ヒ 007 )

ND
(  o ol  ± o04 〕〈 005 H301019

赤和瀬 ,II合林下 H80515
ND

1 00005 ± 00002 )

ND
1 008 」= 007 〕

ND
1  002  ± 004 〕( 005 H301019

更 T H30516 00008 ± 00003

ND
l ooo ± oo8 Ⅲ

ND
1  005  ± 004 ) ( 005 H30109

中澄 河 H80514 00010 ± 00003
ND

f 008 ± 008 〕
ND

1  005  ± 004 ) ( 005 H301023

中 澄 河 111下 滞 H80614
ND

1 00003 ± 00002 〕

ND
( 007 ± 007 1

ND
l  o oO  ± 004 Ⅲ( 005 H301023

鳳 原 Ha0 514 00010 ± 0000a

ND
( 00ク  」二 〇〇8 Ⅲ

ND
1  003  ± 004 〕( 005 H801022

示と班 Haos16

ND
l oooo6 ± oooOR I

ND
1 016 」L 00R I t  007

ND

〕 ( 005 H30100

本村 H30516 00013 ■ 00004

ND
1 006 ± 003)

ND
( 005 ± 004 ) ( 005 H30109

下斎原 H30516

ND
( 00004 ± 00002 )

ND
1 008 ± 007)

ND
1 000 ± 004 ) 005 Haolo 9

奥 津 H30516
ND

1 00007 ■ 00003 )

ND
1 009 ± 008〕

ND
1  008  ± 005 ) ( 005 H30109

鯖 野 H30517
ND

1 00008 ± 00003 )

ND
( 012 」= 007 )

ND
1  002 ± 004 ) 005 H301010

中須智 H30517
ND

1 00002 ± 00002 1

ND
( 013 」= 007 )

ND
(  o ol  ± 004 〕 007 H301010

注 山 H30517 00017 ± 00004
ND

f 000 」L 007 Ⅲ

ND
(  002  ± 004 〕 007 H301010

及 太 H30517
ND

1 00009 ± 00003 )

ND
1 009 」L 007 Ⅲ

ND
f  00ク   ± 004 Ⅲ 008 H301010

西大キ H30518
ND

1 00008 ± 00003 )
ND

1 015 」ヒ 007 〕

ND
1  002  ± 004 ) 009 H301011

飲

*キ

水

赤和瀬 H30410
ND

( O ooo9 ± o oo06 )

ND
1 002 ± 004)

ND
1  007  ± 006 〕〈 005 H301025

更 T H30410
ND

( 00026 ± 0001o l

ND
1 006 ± 004 1

ND
l  o Oo  」= 006 1 ( 005 H301025

中 澄 河 Ha0410
ND

( o oOol  ± o oo03 〕 0クク 」= 005 t  014

ND
+ Ⅲ ( 006 H301025

本村 H30410
ND

1 00002 ± 00004 〕

ND
( 007 ± 005)

ND
( 012 ± 007 ) ( 0,05 H301025

U-238 Ra-226 全 β 応、っ素

11 37 な し 05

*構内沢水、飲料水の管理目標値 :な し

‐9‐



平成30年度

分  析  値 平 均 値
過去 5年間の測定範囲
最大値/最小値

U-238 Ra-226 全 β ふっ素

鉾

４

匹

半

群 U-238 Ra-226 全 β 心、つ素 U-238 Ra-22電 全β お、つ素

00017  J= 00004 038 JL 00R
ND

1 009 ■ 005 Ⅲ( 005 ( 10 く 0005

0001

く  050 く 10 く 005

ND
1  00003  」= 000o2 )

ND
(OЮ5± 007)

ND
1 003 ■ 004 ) ( 005 く  0005 (  050 ( 10 (  005 (  0005 く  050 ( 10 005く

00069  」= 0 0oo9 061 」L 008

ND
1 002 ± 004 ) ( 005 0007 (  056 ( 10 (  005

0014

0002 く  050 く 10 く 005

005

00019  」= 00004 027 」L 007

ND
1 008 ± 004 ) ( 005 0002 (  039 ( 10 (  005 ( 0005

0002

(  050 < 10 く  005

ND
(  00004  」= 000o2 Ⅲ

ND
l oll 」L oo8 Ⅲ

ND
1 008 ± 004 〕( 005 く  0005 (  050 ( 10 (  005 〈 0005 〈  050 〈 10 く  005

ND
1  00006  」= 00002 )

ND
( 015 」L 008 )

ND
1 003 ± 004 1 ( 005 く  0003 (  050 ( 10 (  005 く 0005

0001

(  050 く 10 く  O05

ND
1  00004  」= 000o2 )

ND
(008± 008Ⅲ

ND
l oos 」L oo4 ) ( 005 く  0005 く  050 ( 10 (  005 く 0005 く  050 く 10 く 005

ND

(  00005  」= 000o2 )

ND
(0(15± 007〕

ND
( olo ± o o5 ) ( 005 く  0005 く  050 ( 10 (  005 く  0005 〈  O SO ( 10 〈 005

ND
(  0!0002  」= 00002 )

ND
( 005 」L 008 Ⅲ

ND
1 003 ± 004 ) ( 0(15 〈  0003 く  050 ( 10 く  005 く 0005 く  050 く 10 く 005

ND
1  00003  」= 00002 )

ND
1008± 007〕 (002± 6o4)

ND

( 005 く  0003 (  050 ( 10 く  00S く 0005

0001

く  050 10〈 く  005

く 0005 く  050 く 10 00Sく

ND
(  00002  」= 0 00ol )

ND
( 005 」= 007 〕

ND
(002± 004) 〈 005 く  0003 (  050 ( 10 く  005

〈 0005 く  050 ( 10 005く

ND
(  0.0002  」= 000o2 )

ND
(003± 008〕

ND
(003± 004) ( 005 く  0005 (  050 ( 10 (  005

ND
1  00003  」

= 0000ク
 Ⅲ

ND
f 009 」L 007 1

ND
f an7 ± 00S I く 0005 く  050 く 10 005く〈 005 く  0003

ND
1  00006  」

= 0000ク
 Ⅲ

ND
( 016 ± 008 Ⅲ く  0005

0001

く  050 く 10 く 005

ND
( 007 と 005 ) く 005 く  0005

ND
1  00002  」

= 00001 1

ND
1 016 ± 008 Ⅲ

ND
f 605 ± 004 〕( 005 く 0005 <  050 《 10 く 006

ND
1 00004  」

= 0000ク
 Ⅲ

ND
1 009 ± 00R I

ND
f ool  ± oo4 1 ( 00S く 0005 《  050 《 10 く 005

ND
1  00005  」

= 00002 1

ND
l oo5 ± oo7 Ⅲ

ND
1 013 ± 006〕 ( 005 く 0005 く  050 く 10 く  005

ND
l  ooool  」

= o o00ク
 〕

ND
1 006 」圭 007 Ⅲ

ND
1 007 」L 00S I ( 005 く O OOも く 050 く 10 く  005

005

ND
1  00004 」L 00002 1

ND
1 007 」L 007 Ⅲ

ND
1 007 ± 005 Ⅲ 005 〈 0005 く  050 く 10 〈 005

006

ND
l  ooool  」= oo001 1

ND
1 006 」L 007 〕 00S 〈 0005 〈  050 ( 10

007ND
(003± 0,04)

ND
l  ooooク   」L 0000ク  〕

ND
1 006 」L 00R I

ND
1 000 」L 00a l 006 く 0005 く  050 く 10

008

006

ND
(  00002  ± 00001 〕

ND
1 004 」L 007 〕

ND
( 001 ± 003 ) 007 〈  0005 く  050 く 10 008 く 0005

0001

く  050 く 10

011

00G

〈 0005 〈  050 ( 10 ( 005

ND
( -00001 」= 00001 )

ND
( 005 」ヒ 004 〕

ND
(019± 008〕 〈 005 〈  0005 く  050 ( 10 く  005

018

く 050 く 10 く 005

ND
( -00001 ± 00001 )

ND
( 008 ± 005 〕

ND
( o ol ± o o5 〕( 005 く  0005 く  050 ( 10 く  005 く 0005

ND
( 00008 ± 00005)

ND
1 004 ± o o5 )

ND
( 015 ± 007 〕( 005 く  0005 (  036 10 005 く  0005

019

く  050 く 10 〈 005

ND
(  00004  」= 00004 )

ND
1 010 ± o o5 )

ND
1 014 ± 007) ( 0(lS く  0005 (  050 ( 10 (  005 ( 0005 く  050 く 10 〈 005

U
-2

X

第 3四 半 期
X X

U-238 Ra-226 全 β

0005 050 10

‐10‐
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4.河 底土・土壊

試

料

名

採 取 地 点

第 1四 半 期 第

２

四

半

期

採取日

分 析 値
採取日

U-238 Ra-226 全 β ふっ素

,可

底

土

池河川中流 H3059 0024 」L 0002 0021 ± 0001 11 =L 003 57 H30.10.17

天 王 H30516 0016 士 Q001 0.014 ± 0001 10 ± 003 67 H30.109

本村 H30516 0010± 0001 0,008 ± 0001 09 ± 003 74 H30.109

土

壌

水

　

日
　

土

赤和瀬 H30.5.7 0.023 と 0002 0022 ± 0001 1.3 ± 0,04 242 H30101

天 エ H305,7 0044 ± 0003 0029 ± 0001 09 ± 003 249 H30101

中津河 H3057 0032 ± 0003 0029± 0001 09 ± 0.03 202 H301019

未

　

　

耕

　

　

土

池河 H30.511 0007± 0001 0015 ■ 0001 1.1 ± 003 92 H30102

夜次 H30510 0019 ± 0002 0032 と 0001 08 ± 003 88 H30102

池河川中流 H3059 6o36 ± 0003 0019± 0.001 10 ± 003 73 H301017

人形峠西部 H3057 0018 ± 0002 0025 ± 0001 10 ± 003 164 H30.10.2

赤和瀬 H3057 0014± 0001 0017± 0001 11 ± 003 130 H30.10,1

天 エ H30.5,7 0027 ± 0002 0042± 0002 11 =L 003 122 H30101

U-238 R五-226 全 β ふっ素

1 8 1 8 な し な し

U-238 Ra-226 全 β ふっ素

1 8 0,74 な し な し

‐
11‐



第 3四 半 期 平成30年度
過去 5年間の測定範囲
最大値/最小値分 析 値 平 均 値

Ra-22GU-238 Ra-226 全 β ふっ素

第

４

四

半

期 U-238 全β 心、つ素 U-238 Ra-226 全β ふつ素

0044 ± 0003 0051 ± 0002 12 ± 003 93 0034 01036 i2 75 0015

0030

0017

0038 相
一
∞

９４

一

５９

0016 ± 0001 0016 i0 65

0.024

0008

0021

0007 08

11 ‐１ 〇

一

５７0014 ± 0001 10± 0,03 62 0014

0018 ± 0001 0018 と 0.001 1.1 ± 003 119 0014 0013 10 97

0024

0009

0018

0007

相
一
∞

142

11

13 292

1930.023 ± 0002 0020 ± 0001 14 ± 004 226 0023 0021 14 234

0,031

0020 0019

0026

0044 ± 0003 0033 ± 0002 09と 003 227 0044 0031 238

0048

0035

0035

0027

榎
一
∞ 235

305

0040 と 0,003 0036 ± 0002 08± 003 233 0036 0033 09 218 0.029

0040

0.026

0.037 悧
一　
∞

297

213

0009 ± 0001 0014 ± 0001 10 ± 0.03 34 0008 0015 11 63

0.016

0012 0017

0.020 悧
一
∞ 61

80

0015 ± 0001 0025 ± 0001 13 と 004 64 0017 0029 11 76 0013

0022 0032

0024

檸
一
腑

103

72

0033 ± 0.002 0050 ± 0002 09 ± 003 133 0035 0.035 i0 103

0019

0.014 0021

0028 ∞
一
岬

172

123

0040 」L O.003 0.042 ± 0002 15 ± 004 220 0029 0.034 1.3 192

0044

0,016 0.018

0048 朽
一　
明

277

199

0015 ± 0001 0017 =L0001 12 ± 0,03 123 0.015 0017 12 127

0025

0013

0.027

0016

13

11

‐ ６ ８

一

９ ５

0030 ± 0002 201 0029 0,043 1.1 162

0051

0031

0047

0033

12

11

249

1200,043 ± 0002 11 ± 003

U-238 Ra-226 全 β

0001 0005 005

ベ

‐12‐



5,生 物質

生物質の管理目標値 :  なし

試
料
名

採 取 地 点

第 1四 半 期 第

２

四

半

期

分 析 値
採取日採取ロ U-238 Ra-226 全β

心、つ素

(乾 ) (生 )

樹葉

(スキう

池河 H30511 0011 ± 0001 0,48± 0015 008± 0003 24 i4 H30102

夜次 H30.5,10 0008 ± 0001 098± 0020 009 」= 0003 22 11 H30102

人形峠西部 H30511 0010 ■ 0001 0.68 ± 0017 009 ■= 0003
3,3 i7 H30102

赤和瀬 H30.510 0023 ± 0002 054 ± 0.016 009 ■= 0003 26 i4 H30102

天 エ H305,10 0022 」L O,002 160± 0024 009 」= 0.003 30 16 H30.101

本村 H30510 0011 ± 0001 0.58 ± 0.016 007± 0003 21 11 H30101

‐13‐



2

第 3四 半 期 平成30年度 過去 5年間の測定範囲

分 析 値 平 均 値 最大値/最小値

ふつ素 ふつ素 ふつ素
U-238 Ra-226 全β

(乾 ) (生 )

第

４

四
半

期
U-238 全β

(乾 ) (生 )
U-238 Ra-22C 全β

(乾 ) (生 )

0011± 0001 078 と 0018

012

006

栂
一
ｍ ■5

2.5

008 ± 0004 27 i2 0011 0.63 008 26 13
0,018

0007

240

029

0006± 0001 1.63 ± 0026 009■ 0003 29 ■2 0.007 131 0.00 2.6 12

0018

0006
２．０‐一剛

0,13

008

備
一
郷 11

26

0.006」ヒ0001 0.36 ± 0,014 0.11 ± 0004 35 i3 0008 052 010 34 i5
0,021

0004 019

0.54 011

008

範
一
２
，
０ ■2

27

0011± 0002 049± 0,015 010± 0003 27 1.2 0017 0.52 0,10 27 13
0024

0006

05G

0.25

011

008

６

．

４

一

２
．
６ 11

0013± 0001 0.65 ± 0017 010± 0094 32 i3 0018 113 010 31 15
0021

0007 1.07

285 010

b06

輛
一
解 ■2

2.5

0008± 0001 043± 0.015 008 ± 0003 23 0.9 0010 051 008 2.2 10
0017

0.006

098

0,34
陀
一岬

鞘
一
２
，
３

２
．
５
一
開

U-238 Ra-226 全 β

0,005 0 03 0,02

14



月平均値 月平均値 月平均値月平均値

12月 1月 2月 3月
施 設 名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

OP― 刊 ( 03 〈 03 く 03 ( 03 ( 03 〈 03 〈 03 〈 0.3 ( 0,3 〈 03 く 03 ( 0.3濃縮工学

施設 OP-2 ( 03 ( 03 ( 03 〈 03 〈 03 く 03 く 03 〈 03 く 03 ( 03 〈 013 ( 0.3

主棟 く 03 〈 03 く 03 く 03 く 03 〈 03 く 03 〈 03 く 03 〈 03 〈 03 く 03

付属棟 く 03 く 03 ( 03 〈 03 ( 0,3 ( 03 く 0.3 〈 03 く 03 〈 0.3 く 03 く 03

濃

縮

工
場
ウラン濃縮
原型フ
°
ラント
DOP-2 〈 03 〈 03 ( 03 く 03 く 03 く 03 〈 0:3 く 03 ( 03 く 03 く 03 く 03

製 錬 転 換 施設 く 03 く 03 〈 03 く 03 く 0.3 ( 03 ( 03 ( 03 ( 03 く 0.3 ( 0.3 ( 03

( 03 ( 03放射性廃棄物焼却施設 〈 03 く 03 ( 0,3 ( 0.3 〈 0,3 ( 03 ( 03 ( 03 く 03 ( 03

6.施設の排気口排水

(1)―a 施設の排気 (全 α)

(1)―b 施設の排気 (U、 Ra、 ふっ素 )

注)全 α()内は濃縮工場に対する値

(2)施設の排水

注)全αの()内 は濃縮工場に対する値

X 0~9

×
-9

×

第 3

分 析

第 1四 半 期 第 2四 半期

分 析 値 分 析 値採 取 地 点

U-238 U-234 U-235 Ra-22( ふっ素 U-238 U-234 U-235 Ra-22G ふつ素 U-238 U-234

OP-1 〈 01 ( 01 ( 01 〈 03 (  1 く 01 く 0.1 く 01 ( 03 (  1 〈 01 〈 0.1

( 01 〈 01
濃縮工学
施設 OP… 2 ( 0,1 〈 0.1 ( 0.1 〈 03 (  1 く 01 〈 01 く 01 く 03 (  1

く 03 (  1 く 01 ( 01主棟 〈 01 ( 01 ( 01 〈 03 〈  1 く 01 〈 0.1 ( 01

付属棟 〈 01 〈 01 ( 01 く 03 (  1 〈 01 く 01 ( 0.1 〈 03 (  1 く 01 ( 01

濃

縮

工
場
ウラン濃縮

原型フ
°
ラント
DOP-2 ( 01 〈 01 く 01 〈 03 (  1 ( 01 〈 01 〈 01 く 03 (  1 ( 01 ( 01

製 錬 転 換 施 設 〈 01 く 01 ( 01 〈 03 く  1 〈 0,1 く 01 〈 01 ( 03 く 1 〈 01 ( 01

放射性廃棄物焼却施設 く 01 く 01 〈 01 〈 03 (  1 〈 01 ( 01 く 01 ( 03 く   1 く 0,1 く 01

全 α U-238 Ra-226 心、つ素

74(37) i8 37 33

第1四半期 第2四半期

分 析 値 分 析 1直

全 α U-238 U-234 U-235 Ra-226 ふつ素

採 取 地 点

全 α U-238 U-234 U-235 Ra-226 ふつ素

濃縮工学施設 期間中排水なし 〈  1 〈 03 ( 03 ( 03 く 003 i2
濃

縮

工
場 ウラン濃縮原型プラント 期間中排水なし 期間中排水なし

製錬転換施設 〈 1 く 03 ( 03 〈 03 ( 003 (  1 〈 1 〈 03 く 03 ( 0.3 ( 0.03 (  1

Ra-22G全 α U-238 ふつ素

22(37) 22 t8 8～ 10

‐15‐



×

四半 期

値

注)U及びRa-226の 法令値は,周辺監視区域の外側における値である。

,最も厳しい化学形における値

2):大気汚染防止法における最も厳しい基準値(アルミニウム製錬用電気炉[天丼から出るもの])

× ×

注)U及びRa-226の法令値は,周辺監視区域の外側における値である。

,最も厳しい化学形における値

2):水質汚濁防止法による

第 4四 半 期

分 析 値

U-235 Ra-226 ふつ素 ∪-238 U-234 U-235 Ra-2261ふ つ素

〈  01 く 03 〈 1 く  0,1 く  01 〈  01 ( 031( 1

く  01 〈 0,3 (   1 く  01 (  01 く  0.1 ( 031(1

(  0.1 〈 03 く   1 (  01 く  01 (  01 ( OBI〈  1

(  01 く 03 〈 1 (  0.1 く  01 (  01 ( 031( 1

く  01 ( 03 く 1 (  01 く  01 (  0,1 α31く( 1

く  0.1 ( 03 く 1 (  0.1 く  01 (  01 〈 031〈 1

(  01 ( 03 1く (  01 く  01 く: 0,1 ( 031( 1

U-238 U-234 U-235 Ra-226 ふつ素

201) 101) 201) 40 100002)

第3四半期 第4四半期

分 析 値 分 析 値

全 α U-238 U-234 U-235 Ra-226 ふつ素 全α U-238 U-234 U-235 Ra-226 ふつ素

く   1 ( 0.3 く 03 く 03 く 003 1 (   1 く 03 ( 03 く 03 (  003 (   1

〈   1 ( 03 〈 0.3 く 03 〈 003 (   1 期間中排水なし

期間中排水なし (   1 ( 03 031 ( 0,3 〈 003 (   1

U-238 U-234 U-235 Ra-226 ふつ素

201) 201) 201) 2 8 2)
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7.事 業所放流水

① 3ケ月間合成試料分析結果
ホ

*3ヶ月間合成試料分析結果とは,―ヶ月毎のコンポジウト試料の測定結果を用いて,各月の排水量を考慮し(加重)平均したもの

② 毎月採水試料分析結果

放流水槽出口の管理目標値 :なし

・坑水処理施設の処理水送水配管の追加

坑水処理は、平成14年9月 よリマンガン砂のみによる処理 (スーパニサイフオンフィルタ)で Ra濃度は河川水

の協定値を十分に満足することが実証された。

よつて、平成21年 1月 23日 よリスーパサイフォンフィルタ以降の処理工程を省略できる放流水槽ヘ

排水ラインを追加し、使用を開始した。

採 取 地 点

第 1四 半 期 第 2四 半 期 第 3四 半 期

分 析 値 ′芥 新 値 ′夕ヽ 新 値

U-238 Ra-226 八、っ素 U-238 Ra工 226 ハ、っ繁 U-238 Ra-226 ハ、っ素

放流水槽出ロ く  003 1.10 (  005 く 003 0.82 〈  005 (  0.03 086 く 005

採取地点 項 目
第 1四 半 期 第 2四 半 期 鎮 3四 半 す』

H30418 H3059 H3067 H30725 H30,8.1 H30,95 H301017 H30.11,14 H3012.5

放流水糟出口

U-238 く  003 (  003 004 〈  003 003 ( 003 (  003 く  003 (  003

Ra-226 120 100 140 110 150 110 1.40 110

ふつ素 (  005 ( 005 006 006 006 (  005 ( 005 〈  005 〈 005

‐17‐



第 4四 半 期 平成30年度 過去5年間の測定範囲

分 析 値 平 均 値 最大値/最小値

U-238 Ra-226 ハ、っ素 U-238 Ra… 226 心、っ素 U-238 Ra-226 A、っ素

〈  003 054 く  005 (  003 083 く  005
(  003

096

0,34

006

005〈

3
X

3
Cm

cm3ふっ素 mg/L

X L

X x10-5B

第 4四 半 期 平成30年度 避去5年間の測定範囲

H31116 H3i213 H3136 平均値 最大値/最小値

〈  003 く  0.03 (  003 0,03 005ノ /く003

056 054 0,56 106 130//〈030

く  005 く  005 〈 005 005 008ノ /〈005

U-238 Ra-226 ふっ素

11 37 05

18



2.プル トニウムに係る監視測定
(1)測定計画

平成 30年度の測定計画に係る測定対象 。項目。地点を表 2-Hこ ,試料の測定方

法を表 2-2に示すとまた,試料採取地点を図 2-lに示す。
表2-1測定対象・項目・地点 (人形峠周辺 )

測 定 対 象 測定項目
測 定
地点数

測 定
回 数

年 間

検体数
測定月 測 定 地 点

大気浮遊じん

プルトニウム

1 1 1 6 センター内

河川水 1 1 1 6 天 玉

飲料水 刊 1 1 6 天エ

河 底 土 1 1 1 6 天 王

未耕土 1 センター内

排気
2施設
(4排気筒)

4
7,1

1,

0

4

製錬転換施設

ウラン濃縮原型フラント(主棟 ,付属棟
DOP-2)

排水 1 4 4
7,10

1,4
放流水槽

計
(10)

25

秦 2-2 剤 ヤ 方 法

測定対象 測定項目 試料採取方法 測 定 方 法 測 定 器

大気浮遊じん

水試料

土試料

Pu-238

Pu―

(239+240)

文部科学省放射能測定
シリーズ

「環境試料採取法J(S58)
1こよる

文部科学省放射能測定法シリース'

「プルトニウム分析法」

硝酸加熱抽出す陰イオン交換法

電着+α 線スヾ 外ロメトリ

測定器
・CANBERRAネ土製
α線スド外ロメータ
ORTEC社製
α線スヾ 外ロメータ

施設排気
排気日から俳気をろ紙
へ採取

排水 排水口から採水

‐19‐



回回

天 エ

示

ター

ｒ
ｉ

ｌ

＼

ヽ 赤和瀬

夜 次 中津河

鳥取県

半 ノ
岡山県

"I

井

本村
0

凡 例

国 大気浮遊じん
河川水

飲料水

河底土

未耕土

回

図

回

国
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(2)プルトニウムに係る監視測定結果

人形峠周辺環境試料

1大気浮遊じん

社「0± OJ表記は測定においてBG値および試料計数共に0カ ウントの場合である。

2河川水

3.飲料水

4.河底土

分析目標レベル :00002

X10

分析目標レベル:002

x10-6B cm3

分析目標レベル :002

X10

分析目標レベル:004

cm3

X

採 取 地 点

第 1四 半 期 第

２

四
半

期

第

３

四
半

期

第

４
四

半

期

平成30年度測定値
過去 5年間の測定範囲
最大値/最小値

採 取 日
分 析 値

備   考
2391240Pu 230+240Pu 備 考 239+240Pu 備 考

センター内

‖30.64

‖30 6 13

ND

(0 000003

±0000003)

H30 6.4-8

‖30611～ 15

ノ

／

／

ノ

／

／ /
く 00002 ( 0.0002

第 1四 半 期 過去 5年間の測定範囲
最大値/最小値分 析 値

平成30年度測定値

備 考 ?39+240Pu 備 考

採 取 地 点
採 取 日

2,91240Pu
備   考

第

２

四

半

期

第

３

四
半

期

第

４

四
半

期
239+240Pu

天工地区 ‖3064
ND

(00008± 00008)

ノ

／

／ / / (  0 02 く 0.02

第 1四 半 期
分 析 値

平成30年度測定値
過去 5年間の測定範囲
最大値/最小値

採 取 地 点
採 取 日

2391240Pu
備   考

第

２

四
半

期

第

３

四
半

期

第

４

四
半

期
239+240Pu 備 考 2391240Pu 備 考

天工地区 H30.6.5

ND

(00007± 0.00o7, /
／

／

１ /
〈 002 (  0.02

第 1四 半 期

分 析 値
平成30年度測定値

過去5年間の測定範囲
最大値/最小値

採 取 地 点
採 取 日

2391240PM
備   考

第

２

四
半

期

第

３

四
半

期

第

４

四
半

期
239+240Pu 備 考 2391240Pu

備 考

天工地区 H30.64 0018± 00040 / / /
0 018

0033

0012

‐21‐



5.未耕土 x10-3

分析目標レベル:004

注1)計数値がその誤差の3倍を超えるものについては有効数字2桁で示し、それ以下のものについては「ND」

で示した。

注2)ブルトニウムの測定はプルトニウム239+2401こ着目するが、他の同位体 ("核種)が検出された場合は備
考に記載している。

第 1四 半 期

分 析 値
平成30年度測定値

過去 5年間の測定範囲
最大値/最小値採 取 地 点

採 取 日
2391240Pu

備   考

第

２

四
半

期

第

３

四
半

期

第

４

四
半

期
239,240Pu 備 考 230+240Pu 備 考

/
センター内 H3067 11± 0049

238Pu

O,031± 0,0053 / /
11

238Pu

0 031

17

12

238Pu

0 044

0 030

22‐



6.排気

7.排水

採 取 地 点

第 1四 半 期 第 2四 半 期 第 3四 半 期

採取期間
分 析 値

備  考 採 取 日
分 析 値

備  考 採 取 日
分 析 値

備  考
23!+240Pu 239+240Pu 239+240Pu

製錬転換施設
‖30.3.29

‖30.6 28

( 0.001

H30.6.28

H30,9.27

く 0 001
‖30 0,27

‖31.1 4

く 0.001

ウラン濃縮
原型プラント

(主 棟)

‖30,3.29

‖30.6 28

〈 0 001
H30.6.28

H309.27

( 0.001

H30927

‖31.1.4

く、0001

ウラン渡縮
原型プラント

(付 属 様)

‖30,3.29

‖30.6.28

く0001
‖30.6.28

‖30,9,27

( 01001

‖30.9 27

H31 1 4

〈0001

ウラン濃縮

原型プラント

(DOP-2)

‖30,3,29

‖30.6.28

く0.001
‖30 0 28

‖30,9 27

く0001
‖30.9,27

‖3114
く 0.001

探 取 地 点

第 1四 半 期 第 2四 半 期 第 3四 半 期

採取期間 分 析 値
備  考 採 取 日

分 析 値
備  考 採 取 日

分 析 値
備  着

239+240Pu 239+240Pu 239+?40pu

放 流 水 槽
H30 4 1

H30.6.30

( 0 001

H30 7 1

‖30.9.30

( 01001

‖30,10.1

‖30 12 31

く0,001

23



-9
X

分析目標レベル:0001

目標レベル:0001

X

第 4 四 半 期 平成30年度平均値 過去 5年間の測定範囲

分 析 値
採 取 日

239+240Pu
備  考 239+240Fu 最大値/最小値

H31 1 4

H31328
く0001 (0!001 く0001

‖3114

‖31 3 28

(0001 〈 0 001 (0,001

H31 1 4

‖31328
( 0,001 ( 0 001 く0001

‖31 1 4

H31328
〈0001 ( 0 001 (0001

第 4四 半 期 平成30年度平均値 過去 5年間の測定範囲

分 析 値
採 取 日

239+240Pu
備  考 239+240Pu 最大値/最小値

H31111

‖31331
( 0 001 ( 0 001 〈 0:001
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3.中津河捨石たい積場等に係る環境放射線等監視測定

(1)測定計画               ‐

平成 30年度の測定計画に係る測定対象 と項目。地点を表 3-1に ,試料の測定方法

を表 3-2に示す。また,試料採取地点を図 3-1に示す。

表 311測定対象・項目。地点

測 定 対 象 測定項目
測 定
地点数

測 定

回 数

年 間

検 体
測定月

測 定
´
地 点

アンダーラインはたい積場内

空 間 線 量
γ線線量率

(γ線積算線量 )
4 4 16

6,9

12,3

長者たい積場,中津河

中津河たい稿場北側

中津河たい糟場内

大気浮遊じん
U-238
Ra-226

全 α

1 2 2 4,10 中津河

陸

　

水

坑内水
U-238

Ra-226

Rn-222

1 4 4
4,7

10,1
中津河たい稽場肉

河川水 4 4 16
4,7

10,1

長者上流,中津河上流

中津河たい積場下流

中津河南たい積場下流

飲料水 3 4 12
4,7

10,1
中津河(民家3,民家5,民家6)

河 底 土

U-238

R9-226

4 1 4 10
長者上流,中津河上流

中津河たい積場下流

中津河南たい積場下流

土

壌

水田土 1 1 1 10 中津河たい積場北側

畑 土 1 1 1 10 中津河たい積場西側

生

物

質

精 米 1 11 中津河たい積場北側

野 菜 1 1 1 11 中津河たい積場西側

大気中ラドン Rn-222 3 4 12
6,9

12,3

中津河たい積場北側

中津河たい積場内中央

中津河

計 24 70
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表 3‐2測定方法

注)表中の測定項目以外の測定方法及び測定装置は,表卜2(1)と同様である。

測定対象 測定項目 試料採取方法 測 定 方 法 測 定 器

河川水

飲料水

坑内水

Rn-222

文部科学省放射能測定
シリーズ
「環境試料採取法」(SS8)
による

トルウ抽出―積分計数法
日立アロカメテ・ィカル製アロカ製液体
シンテレ■ションカウンタ

大気ラドン Rn-222
ハ
°
ッシブ法静電捕集型ラド
ンモ
~夕
による積分測定

モ_夕内のRn-222起源の子孫
核種のα線計測 :

日立7ロカメテ
・
ィカル製アロカ製積

分型ラドシモニタ

26
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図
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図
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日
回
困
国
団
□

凡 例
空間γ線線量率 (TLDl

大気浮遊じん

河川水

飲料水

水田土

畑土

河底土

精米

野菜

大気中ラドン

場内坑内水

川上流

日本原子力研表
ンター

中津河たい積場下流

回固

い積場下流

平作原

p    ____l km

図 3-1中津河捨石たい積場等に係る環境放射線等監視測定地点図
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確)中津河捨石たい積場等に係る環境放射線等監視測定結果

、ヽ 空間γ線繰量率 (Tと D〉

彗幾機攘機
瀬
'主 ot OS7μ Gy/h

渡増与簿攣蔭穣罐:ま主事業溝衰崩,と鑢鍮する敏鏑織 く幾)等 1と機熊される、
灘定織暴とま暮素議繊,こ憩機しない醸貪虎等の森燃敏麟織 く焼夕等も含んだものである傘 て以下翻韓兼令〉

遠2)費βtt Υ盤,譲量諄の腕麓熱暴の騨機1■ 9いてl意 ,事戒稼6纂す舞まで爵いてとヽ舞 手パックゲゥウンド錢 く盤祭轟
も4年か心盤手織03年までの測定機柔,ど をやめ、=i予為竃

'6等
震から

'ま

穂簸10年饉の灘窟盤黒で永す 弁畢熱の

変動範驚φ森薙年度設鴛し、dれ審鬱碧t重番うミととしな命く事滅26年度第2欝驚曲素
'裁

叢滋簾鱗韓脚窟

養員会決麓》
輩π入影趣察躊遡の黙壌欺残雑章建等醸機薄鷲織纂ぃのデータ く磐攀灘灘Jを塗機総織
導1手巌20奪 0漁 17鐵から翻魔v:ポイントをたい穣壌ぬへ愛翼

幾3)鶴数る毎♯韓Iま ,手巌2患幾～畢巌嫁O毎震療で,嫉手錢韓尋

2.大 気浮毯 じ為 (ダ ス ト}

=譲髪蕪富e雉、禽十敏機髪 riご )でぁる筆鸞》1ま、瑯麓饉が締数譲義の金犠俗
び

'以
下であつたことを示すシ

潤 鷲 幾 燕

擁 1欝撃韓 撚2霊尊半期 筆e鶴半鸞

瀬麓盤鰯 瀬鷲饉 薄錢・韓観麟 癬麓l醸 潮鴛機輔 瀬楚罐

黙
'熱
たい秦食験す専

鶴3ё、3、 12

韓30フ S 12

0(071

鴻SO、 感.Iぞ

`leo′

o 12

0,C'1

韓患O,0,1を

鴻30 12、 6

O、 ◇夕

'

嘉導

や浮翔たとヽ機壌(驚鶴チ

構30,患 ,1,

構こ0,8.1ぞ

0 084

構$O.6、 12

博患0,O Fi

0,C84

,130 §(11

構$0 1? 1?

0 0,9

学濠爵驚い騒露連機:等央ざ

構SO,3,12

構患O,6,12

Ot OCる

静SO,S、 12

構患αOtll

0.062

掛311、 9、 11

韓30.12(12

0.0傘2

筆津瀦

構患C 患、1津

常30.S,12

0`ゆ86

綱80.6.12

構30,9(11

C、 079

‖SOt Ot t〔

,lSll`12 12

Ot 03モ

1

轟太子饉 最 1ヽ饉 畿大罐 隷小饉
癬 産 鵜 点

最大t麓 簸小饉

O071長磐たい穣壌内 O.CFO O OS密 0.CPC 0.OttS CO夕攣

韓巌翔走 tヽ畿鶏 ミ荘鯉伊 0.0こ彦 O O患る O、 ◇鶴 0.0'3 O O感患 傘′O,患

Or OS3 0ィ 3岳患 0.OS4 欲 0拳9韓醸薄たい懇名駐 ミ韓奥 , 0.OSO O.034

儀 0奪4 O´ 07傘 欲0鶴 C、 CFS Or 08S O OttH璃奪津凝

標 欺 地 点

露 嘱 機 華 難 懸

2
露霊

撃

癬

標敢組
分  続  l隆

糠数餞

リー2憲患 R患-226 登 α

i書津輝 僚患Ot4,lё

巽0

〔 儀O016 造 0.OOO'゛
報》

( 0.038 歳 00こも

'

聡

( 0.00患 慧 O03S , 置SOt4,4

tl―,患 8 負患-226 食 要

な し1.4 P,4

‐28‐



熱4閣半期 平戯an娘彦 題套 S建鶴むう鞘整範ぬ 1と とう

測定麹F樹1 減1定イ適 平均値 機太l饉メ最
'と

絶ヽ

樹80.12.6

Ⅲ総1.會 _11

Ot052 0`OG8

a oこ a

0,0'3

瀾30.12.12

″捻1.3.14

9,08拿 0.077

Otl192

.ll`l140

用80,1密 .12

‖食1食 Iヽ

0.069 θol161

ll.004

ll.046

‖90。 1密 .12

Ⅲ01=愈 `ヽ 4

l14009 0.0,9

0.08心

ll.866

G

褒覇 41 攀 郡

畿八櫨 轟小イ戯

0.0奪 7 0.01る

0,00る 0.l149

rl.0る 6 0.l146

0.ll,患 θ,0心る

攀議傘◇等較

分  霧  饉 平 均 1盛

蟻祭S擦機の理麓線醸

織大籟メ
イ畿小後

り 2ヽ患患 森奮ミ陰-22感 歳 密

鱗

４

無

挙

鶏 七ど…28感 こく驚稼2感 拳…2傘e 黛構いぞ拿0 盗 命

/鑢

《 000ゆ章 森 儀0ゆ03)

齢

く 0預)0う 歳 儀0れ 〉
職〉

(Htt IC歳 転03ё 甚 奄 080S 鷲 ◆08 く 0う 0 く ,ヽ003 く 0^OO 篭 0癖 0

X X X

繁 0鐵 学 毅

拶…23患 織a(228 後 載

O、 ひ3島 O SO ひ、金◇

29



e,I歳水(坑内水"河
'1;水

毎飲料水)

林 :r入影蝶囲韓の憲.続競4,線等驚機螂驚撼棗強めザー,(挙燎翻禽k燕苺承テを載機講離,謝謗等I澪まり憐芦承…承蓮承へ導機えジ

本■:溝2#苺 10爵まり,家簸求へ弩機Å,

叢)重息競学で
'患

歳患手めま鍵l惑議慕静歎鶯〉真ぴバッ

'プ
ラウンド儀を手ど4=て ,r(どウントё義金

式鶏ぷ・鮫幾森とヽ〉管理尋霧,重「 なと
り‐ぞ癬 R筆ぞ紗 黛Fr'々々

11 e, なと

4.土壌 (河慮止い水観とは,閣五)

鏡

綴

察
採 験 機 蒸

輝 再 韓 挙 H機 森 ,韓 帯 終鶏

採轍機

ガ
=筆
 曇  櫨

澪鷺電癬
命  織  儀

癖簸驚
1づ…稼ユe 歳懸“命なる 離 ―食宏裁 渉 裁惑e ミ心い津寇ほ 武

"‐

逍な2

魂

恭

鼓

t静拳癬驚体委憲場 議籠 416 00鶴奪歳OO鱒傘 懲感1 ■l10$ 5S歳 1)te H餡 奪擦4 GO鶴患 々な鯰◇奪 奪怠心 舞うOO 鶴 OOd, 球紳Ⅲlと 1,

薄

承

長輩止識 H籠 4,3 000'華 歳 奪働 鶴

撻O
く 怠0滋 歳傘命8i 0'1 歳004 議鶴ど24 000,患 0(■聴C酪

H`O

章 a'1滝 金86ユ 寄lrt とゅ鶴 奮承狂,O按患

嘩
'隷
灘委モ主歳 導測 4傘奉

譴じ

t a線 00こ歳 3怠欄宏ユ

＼19

0ヽ鶴 登Oll感 : 奪鶉 と喩総1 腑腕 亨命帝 0傘犠
' 

と0憩aる爺
Nl毎

く0鶴 社傘くI患 ) 奪なもな怠酪 璃aa10銘

1,。 す窓爾た監ヽ機颯番滅 常灘 41患

■19

tむ輸く滅10数 0総鶴1)
こヽ〉

と ll t患 こ線線専; ,()0こ喩導 導調 ▼24
Nr)

`θ

θ鶴盆よ奪餞鞍 ン

てヽ9
 ヽёё7 歳{Ⅲ幻専; な専 歳a(,ヽ 猟織 10鶴

中球灘華機た【壌 素将浜 導予翔 4翁

1`苺

: こO締学誠 0喩櫛を 主

熊と
'

( 0電喩と趣モl感 : 傘11 登傘怠1 酪灘 学金導

F重鷺〉

t OattS嶺 0奪Jttё稼予

髄(〉

モ鶴G iC鵡 | Oa滋 歳傘幻S 観籠 1ゆ盤

慧

　

　

藉

　

　

承

学薄翔{農輩韓
森ゞ 言裁モ

婁舗 4 1tl

N恋

tO奪鱒セ歳 唸証鶴 | 傘滋 望急簿き く1lS滋 簿くl患 帯灘ザ建
ミひ

ⅢO鶴もt歯苗Oi Ⅲ
lヽ
10

軍OO患 造患鶴 こ くl惑全と患て珍 導欝 1モ lツ金

学滞郷 飛ヽ鞣6,

す数翡殻ヽ

雲総 苺X憲

雨

`甚t簿患饉喜登奪毒Nヤ4,
祭O

t Oく感とくl鷺とi 奪芝V章 簿く17 驚識 ♂終
槃ゆ

〔ё患鑢,驚 唸鑽O善 |

茶心

と llaこ とё近懸ュ (,蕩§とく,Oa 鞘弱 10受 5

や津朔ミ異家懸ユ

す議苺数…数綾歳ヽ

琳謗4,0

熊ひ

f O0003歳 患a084J
Dヽ

と OC懸 0こ aお , Cと0,OOa 嶺籠 守葛
N憲と

を α00患3嶺 ◇て憩傘惑と

9ヽ
〔 0'Gま G資薦ゝ 019歳 G08 llまれ10ρ悪

議 耕 基 擦 既翼蛇 点 第1機半鶏 錬2鰻撃難

第 3藝 半 鶏

採取藤翻
分 続 鱚

り…20a FR畿 を2e

澪 底 土

長為上流 ‖30,10,29 O,OOO ,査  OiO01 働鱒?と OOOt

筆津湾,11土茂 翔30.10,9 0.0,1 い牲  0,O01 0011 章 000r

警津濡たとヽ絵壌下茂 H30.10x,3 0,C11 歳  O,OOr o,oie tt o静 o荘

韓津海瀧たとヽ機場下歳 ‖30,10.23 Opl?査  OxO01 Oメ013歳 000t

水憑自止 韓薄溺たい孝麓蟻(兆機lⅢ H30.l α19 0つ?0 と O.O02 Oゝ023 虚 OpOt

鞠 土 =停津蕩たい穣購(頭 tttl〕 口30、毎儀再§ 0つ珍0 と 0.∞乏 O、C28と 0わ02

リー拿38 像B-22与

■3 1.患

む-238 Ra-226

峰.8 儀

'4

30

壌種



纂 毬 簸 手 将覆 第 4霞 華 喜環 華譲難等歳 違基導等鐵め癬窟連機

弁 糠 1蕉 イ
幹
＼ 構  造 翠 鞠 驚 歳太饉ゴ最イlヽ韓

鳴舒鑽 , 鳴rl―芝銀蟷職灘 R奪,2該 G 為帝全盆2
筆欺 畿

竜滞震専患 策甚-4霰む 鸞薄-222 け軽患患 震豪―全溶 転
'芝
0聡 鵞機~鑽も

ё鵠も,と 恩鶴患連 0輸患畜奪Oe 壽 歳a欝 韓鱚モ

'48
憲奪感控 と 総憩(,患$ 総こ季0患奪愁 患3士 総1尋 00緞線 ёる3 δ患

簿韓t患

金缶鱒

鱗

一一　
機

銀

一　

部

小tO

t ll電聡患彩 登aく鷺餃

N移

:Ca喩 とO電げ:
0餓 歳O鎮 重患推ⅢⅢくl

鼓Э

: 離Otta3と  a傘鶴 盆 1怠議 と患患毬

韓

患毬感と喩傘e 100豪森 1患戯 l,,こ

( 患縛a患 ミ 傘縛患

趙
一一　鰺

韓慧
'

fる鑽 鶴 と総舗 餓

将O
:簿電罐 登COyl 簿導ア歳韓尋芝 欝91110

N機

i 患鶴越 と機鶴 11 i lI苺霧登患患総:

幾

簿懇導注韓l11 tCO藝譲 モ 簿癖奪 ёP箪
C鍍態鶴 ミ 憲患O

蘊
　一　燃

0こO
t憲簿6饉 ま患餞俄

NO
( 001 童a尋,| IP と患怠a 終at tt x聡

苗0
1 金譲鱒X=憩奪鑢 II

鱒

i llaブ 歳‡懇患| 16弦 ёO患
'8811趣

( 0と態 :捻

く ll番饉

参allx

く llBO

盆r

(〕患ll

将ё

i像欝 感寄主0熱戦

NO
t O患与歳attF i 傘苺ほと0総a 償怠襟髯X0

NO
: 8鶴患業まOt触滋|

端

i ll総憲董感患患i 憲韓惑と簿くlぞ :籐憩ゆも ミ 感とO 篭lk葉

ぜ at,c盗

線ひ等ヽ

t と望と

触
一
嬢

NO
ia苗鵡 ■患鶴ё癖|

慕0

〔む患建i総く161 趣鶏 笠0線〔 臓311モ 感

§O
r―患稔電Ю霰ま患

`OO稼

端

: 感α:=感θ癖i 盛a41患 llも 千慰鍛0麟 ミ 盛患霧 徐鬱簿
ヾどど,建偽

Ot簿

( 0こ患 arr

ё3

再◇

ia患患鶴 長奪傘麒,31

NO
t ttll烙 歳aCai a毒3とёね稔 崇患t乾 セ患

将患

〔 患錢患2ま 態番罐穏|
端

: 争鍼 ま感患雑i θモる
=l10ミ

:韓鬱0年゙ ミ 感患霧 02惑
く麓 籐

患,そ導

4 ёttё 霊〔G

患3も

分ミ患

1鞭 鶴 長 0〔Jモ l儀 |
熊ひ

:懇 患歿歳線簿苺i aI滋 とё憩怠 祭き,そ モ患

擬ё

r―患機感モ=総
麓r

韓

:霧概聡童線篭l争 θ24ま 奪奪命 十攣聯os く 03簿 O鬱じ
ミ機 鶴

患長怠

こ 患壕感 篭l嶺 惑

(a簸

患
X

3

む～簿忌 轟 ―盆溶 竜幹鑽 ,

C毒鱒 懇患霧 C鶴

X

単位 Bぽご・乾

策4録半羅

挙成80苺渡 壌蓋る筆機の議麓機鶴

減r定饉 攘末罐理静卜罐

U… 29患 徴縞-22S り'23患 懺毬~226

O,O09 OЮ 12

鋭012

鋭OtO

軌O導 9

鋭O平 ぞ

ゆ.0韓 奪 つ0こ サ

α01こ

αOttO

O,02彗

0.010

O.O韓 ▼ 0.0重 患

α01ё

aolo

O,024

000′

O、感12 O.O▼ 9

α01こ

αO03

OЮ章奪

O^010

ё、626 O,C睦 3

∞ 奪S

OO,こ

O.029

〔〕8,〔ユ

O.92も O.028

∞ 患9

∞ 24

O,094

O.02ぞ

u…ぞee 武重…226

0.091 O.00こ

‐31‐



5ょ 整物賀(l囀米“野菜)

豊物質の鐵趨露線饉 s 機

6.太策等のラドン

火気輩移ドンの驚罐欝機1議 :なし

*報″鋭儀博から癬建驚奪ィントをたとヽ機銭棗に麓藁

錠秘義 採致 碧歓蕪 擦奪鐵等機 癖2機学l'翻

鉾 3鍛 学 魏

擦敷蘭
分 擬 篠

u″Pe患 熱aφ繊

糠 熟 攀鎌輝たい積場(醤監韻4)
‖30ド :稔e

NH)

( CpttO tt O鰈も 夢
Nl)

(∞ OS煮 蜘餌O車

野 棄
(機慕甚
韓藤輝爛 端(繭観樹,

‖患O薄 .2$

NH)

( O潮静O tt O憩踏C )

Nl)

(餌滋
'歳
韓 篭1憩

操数鑢熱
第 雲霊露挙鶏 第 2癬 攀鶏 鱗 S密路挙鶏

藻 鴛 鶏 饉 灘驚健 潔驚鶏鶴 灘鷲機 騨驚難 艤 麹驚鑢

練

奪謙薄たい級鶴(醤逸奪駐攀

Meoぉ,

歯齢お鞍峰

342歳 急専
Meoぉ鞍峰

H節造 1ク
悦 4羞 館

HeC(欽 12

MaO^121逸

4魏3造 30

'神
津癖亀掛稲婦薦篤準棗ゝ

膊aCおη

猟舗 金,どヽ

載
'裁
¢

備30.転お

MttBOこク

14浴 歳 Ⅲ辞
偶30al'

擬臼儀嘔珍こ患

守4鬱 歳 1れ

準峰輝

鶴櫛 ,4認

鶴麓 _色26

奪S癬 数 1■
範aO,Q26

H3心、住彗2

2奪 ,2裁 将蒋
鶴eO歳重2

H86.12奪 8

1患お ■ 1.サ

32



導成38筆震 機残 S等 藤◇癬定盛騒

熱驚l藤 最大罐/最1ヽl盛燃欝4霞導難

サヽー傘傘感 Ra―拿‡ё む-2e患 髄・ 2之S

く 儀OOS 《 O網峰 く 000S

α003

く 9`機

c acos て 0欝

αC03

く 住00こ 鷲
鱒
一購

U-2S8 R議ウ鍛 e

鉛 OS 儀鶴

第 4蝉 攀線 等滅eo毎皮 掘森擦 鶴の濃電機蔭

癬驚黒藤F籍礁 藤 驚篠 1手 鞠饉 最大罐ゴ驚小籟

綺3観鷲2,48

}増奪重.患Й2

氣鸞 歳 載
'

4鞍
螂
・　態

ド8α重空.18

H禽嘔命クク

竜,詮 査 壌傘 再a9
重鼠タ

tど 笙

側S儀鷲2,奪 3

HdE 322
2韓 童 章,9 再鷲IO

12_さ

2■ 1

x19‐
患B oma

‐33‐



4.参考 管理目標値

注)()内 は,ウラン濃縮工場に係る数値

項  目 管 理 目 標 値 備   考

排水

管理区域における数値

全α線又は全β線

ウ ラ ン

ラジウム

六、っ 素 .

(37)

22X10~3

2:2X10~3

1.axlo-3

8-10

Bq/cm3

Bi/cm3

Bq′/cm3

mgン/L

→ 排出時の測定毎の濃度

3月 間についての平均濃度

排  気

管理区域における数値

全  α

ウ ラ ン

ラジ ウム

ふ っ 素

(,7)

7.4Ж 10~9

1.3X10~9

3.7X10~9

3.3X10~4

Bq′/cm3

Bq″/cm3

Bqン/Cm3

mg/m3

―Ⅲl月間についての平均濃度

}ギ

Ⅲ3月間についての平∵濃度

河川水

敷地境界における数値

ウ ラ ン     1.l X10~3

ラジウム   3ヽ.7X10~5
▲、っ 素     o.5

Bq/′cmO

Bq′/cme

m宣ン/L }‐

工測
1毎
の濃
F

大気ダスト

敷地境界における数値

ウ ラ ン     1.4X10~9 Bq/cm3
ラジ ウ ム    7.4X10~1° Bq/cm3

Å、っ 素     33X10~4 mg/mp }「

工測走骨あ濃度

土  壊

河底土

ウ ラ ン

ラジウム

畑土・水田土

ウ ラ ン

ラジウム

■8

i8

Bq/g

Bq/g

■8

0.74

Bq/g

Bg/遺

測定毎の濃度

測定毎の濃度

空間線量率
敷地境界における空間線量率
γ線       0.087 μ Gy/h ―Ⅲ3月 間ごとの線量率
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